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   Two hundred and fifty-eight appendices testes were obtained from 143 autopsies of each 

decade from the still-born to the aged of 83. 

   They were examined with following results. 

   1) Most of appendices testes and epididymes were pedunculated and high incidence of 

their torsion was observed. 

   2) Glandular structure of cystic formation in the appendages were frequently observed. 
They seemed to have arisen from lacunar depression of lining epithelium, vestigial structure, 

or communication with the seminal passage. 

   3) Spermatocele of vestigial origin was regarded to be a result of cystic change deve-
loped in the testicular appendages. 

   4) In the globus major of the epididymis serous cyst is occasionally observed without 
any communication with the seminal tract. Differential diagnosis is, however, not always 

easily made from spermatocele.

緒 言

睾丸部 に は 発生 学 上 の遺 残 物 で あ る正 副睾 丸

垂,Girald6s,Hallerの 各 器 官 の4小 突 起 物 以

外 に,正 副睾 丸 頭 部 の 轟腫,Retetestisよ り

生ず る もの等 所 謂 睾 丸 附 属 小 体 が あ る こ とは古

くか ら知 られ てお り,こ れ らは 軸捻 転 を お こす

こともあ り,又 非常 に拡 張 して陰 嚢 内腫 瘤 を形

成す る こと もあ る,し か し一 般 に は世 人 の注 目

をひ く器 宮 で もな く,今 日迄 そ の詳 細 な記 述 も

決 して多 くは な い.わ れ わ れ の調 査 で は,副 睾

丸 頭 部 の 嚢腫 の報 告 以 外 に は,Vermeulenand

Hagertyの 睾 丸 垂 捻 転症 に 関連 して 行 つ た 正

常 睾 丸28個 の 睾丸 垂 の 記 載 が あ るだ け で あ る.

この よ うに,特 に 臨床 的 に も重要 で な い と考 え

られ て い る器 官 に つ い て こ こ に採 り上 げ た理 由

は,さ き に泌尿 器科 紀 要 の8巻7号 で 巾 ・西 井

等 が 睾 丸 垂 捻転 症 の1例 を報 告 した際 に,こ れ

ら小 体 に 関 す る記 載 の 余 りに少 い こと と,当 時
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剖検109例 を検討した結果,睾 丸附属小体は意

外に多 くその形も種々であることを更 め て 知

り,こ のものの発生に関 して興味を覚えたから

である,

なお本文に於いては,便 宜上附属小体を睾丸

垂副睾丸垂と正副睾丸頭部附着部附近で両者の

間から突出しているもの一従つて厳密には,そ

の発生部位は正副睾丸或いは両者と無関係に存

在するもの等がある一を中間型として,3群 に

分け,調 査も睾丸頭部を中心 として行つた.

実験材料並びに検査方法

検査材料は東邦大学病理学教室貯蔵の男子剖検例か

ら無選択に採 り出した143例 の睾丸254個 であ り,す

べて10%ホ ルマ リン液固定を施 した ものである.附

属小体は聖丸又は副睾丸の一部 と共に採取 し標本を作

成 した.即 ち型の如 くパラフィソ包埋によ り切 片標本

を作成,ヘ マ トキシ リン ・エオヂソ染色,ワ ソギーソ

ン染色,PAS染 色,そ の他必要に応 じて特殊染色を

行い,又 数例では連続切 片標本をも作 り検鏡 した。な

を組織学的検査を行つた ものは63例 で,附 属小体の数

は115個 である.

以上の3者 を もつ もの

睾丸 ・副睾丸垂を もつ もの

睾丸垂 と中間型を もつ もの

副睾丸垂 と中間型をもつ もの

となつている、

3)

7例

33例

7例

13例

大 きさ並びに数につ いて:附 属小体の大 きさは

長 さ1～10mm,米 粒大 より大豆大に至るものが最も

多 く,中 には小指頭大の突起物や栂指頭大の嚢胞形成

もあつ た.両 側 睾丸に附着 していた附属小体の最多数

は7個 で最 も少いものは1個,2乃 至3個 を もつ もの

が全体の約60%を 占めている.内 訳は第1表 の通 り

であ る.

第1表

数(個)

例 数

7

1

6

2

5

3

4

15

3

25

2

41

1

22

検 査 成 績

1肉 眼的 所 見 につ い て

1)年 令的 関 係=143例 中年 令 の明 か な75例 の内 訳

は,10才 以 下3例,10才 代4例,20才 代12例,30才 代

7例,40才 代11例,50才 代18例,60才 代15例,70才 代

4例,80才 以 上1例 となつ てお り,検 査 の対 象 となつ

た ものは 死産 児 か ら83才 の各 年 令層 に亘 つ てい る.

2)各 型 の附 属 小体 と症例 数 との関係:調 査

109例 中

附属小体がなかつた もの

睾丸垂 のみを もつ もの

副睾丸垂のみをもつ もの

中間型 のみを もつ もの

4例

28例

6例

11例

第

附着す る附属小体の数 と年 令との間には特殊 な関係

はない.即 ち更に多数例について検査す る必要がある

と思 うが,加 年 とともに必ず しもその数が減少するわ

けではない.

4)形 態について:調 査の対象 となつた258個 の附

属小体の形態 は種 々であるが,わ れわれは次の5型 に

分類 した.

1型:一 長 さ2～10mmの 細い茎を もち尖端が球

状又は嚢腫状 を呈す るもので,正 副睾丸垂の大多数が

これに属す る.

亜型:一 長形 であ るが比較的広基性 で厳襲があ り尖

端は梢 々膨大す るものや扁平舌状の ものもある.睾 丸

垂に見られ ることが多い.

皿型:一 皿型 と略同様で尖端が尖形を呈 し時に糸状

の ものもあ る.睾N垂 又は中間型に多 い9醒 型は

一見ポ リープ様 である.

IV型:一 広基性 で尖端は分岐す るもので比較的数も

少 く中間型に多い.

2表

＼矛
型 ＼

睾 丸 垂

副睾丸垂

中 間 型

計

1型2

73
(60.8%)

76
(79.2%)

5

154
(59,7%)

∬型
.立

16

2

6

24

皿型」坐

23
(19.2%)

10

23
(53.1%)

56

rv型」畳

5

1

7

13

v型∠=N

3

7

1

11

計

120

96

42

258
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v型:一 嚢胞状又は半球状に突出す るもので副睾丸

頭部に多くみ られ,水 泡状で被膜は薄 く内容は透視 可

能である.こ の型 の一部は副睾丸褒腫又は爽胞,精 液

爽腫等と呼ばれ るものであ る.

以上5型 の模型図並びに数的関係は第2表 の通 りで

ある,表 でも分 る通 り1型 は正副睾丸垂に多 く全体の

過半数を占め,次 いで 血 ∬型 が多い.皿 型は中間型

に多 くみられその過半数を占めてい る.V型 は副睾丸

頭部に最 も多いが,附 属小体総数の4.3%で あ り,余

り多発するものではないことがわか る.

正 組織学的所見について

各附属小体は比較的簡単な組織像 を示 している.即

ちV型 を除 く各小体は一層の 円柱 上皮,低 円柱又は立

方上皮によつて覆われた懸疎な結合織 の間質をもつ有

茎性小突起物 としてみ とめられ る.間 質結合織 は正副

睾丸部や白膜又はその中間部の組 織に連つている.上

皮層は厳襲が多 く,陰 窩 ・陰窩状上皮陥凹を示す所が

多い.円 柱上皮は線毛を もつ もの,欠 くもの又は脱落

しているものも多 く,部 位に より低 円柱或 いは立方上
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皮 とな り,更 に低 くなつて小突起物の頸部では睾丸白

膜外被に移行 している.上 皮細胞の核 は細長いもの ・

長楕 円形 ・楕 円形であ り,細 胞中央に位置 して比較的

クロマチソに富む もの,淡 明なもの等があ る.上 皮下

には薄い基底膜がある.間 質結合織は非薄懸疎で小突

起頸部中央には比較的太い数本の血管があ り,管 内に

血球があ る.そ の他稽 々拡張 した淋巴管や淋巴間隙,

平滑筋様線維がある.間 質に淋巴球や稽 々大型な遊走

細胞をみ とめることがあ る.

陰窩 ・陰窩状上皮陥凹像 を示す ものでは,間 質内に

侵入又は埋没して腺 管 様 構 造(以 下腺管 と略す)を

もつ ことが多 い.こ の腺管上皮は被覆上皮 と同様 であ

る.形 は種 々で単管状,星 芒状,拡 張す るもの,分 岐

して胞状腺様像を示す こともあつて,そ の数 も一定 で

ない,腺 管内容は一般に少 く,エ オヂン可染性無構造

又は コロイ ド様,穎 粒状で,脱 落上皮細胞,精 子精細

胞等を混ず ることは少い(第3,4,5表).

第3表(睾 丸垂)
1

解 剖

番 号

年

令

大 き さ

(mm)

被 覆上 皮 腺 管 様 構 造 間 質
備 考

円柱1立方扁平 数1上 皮 線毛擁1内 容 結合織 難1羅 様

910

942

987

1005

1047

1070

58

43

33

21

66

22

3×2.5×1

5×5×2.5

3×2×1

8×2×2

十

一

十

十

十

十

一

一

一

一

一

一

一

単

(+)
一

一

一

一

●

多

少

少

少

少

少

円柱

低円柱

多層
円柱

高円柱

円柱

円柱

十

±

十

十

十

十

士

升

±

彗

土

±

精子(+)精
母細胞

(+)
穎 粒 状

精 子(+)

穎 粒 状

穎 粒 状

脱落
上皮(+)

粗

膨化?

粗

粗

粗

粗
淋(+)

密

一

一

一

暮

十

一

一

一

一

十

副睾丸垂 の
み

中間型 もあ
り

註:(粗 ………懸疎又は 粗槌)

第4表(副 睾丸垂)

解 剖

番 号

年

令

大 き さ

(mm)

被 覆上皮 腺 管 様 構 造 間 質
備 考

円柱立方扁平 数 上皮瞬 擁 内 容 齢織1顯 叢灘
1

83547

85522

、×,.,剥1

2×1×1一

1014623×1.5×1.5一

1057

1123

1006

56

死産

児

18

113368

3×3×2

3×1×1十

5×5×4十

3×2×2剥

十

十

単房+
1個

単房一
1個

少

単房十
1個

少

少

単房

扁 平
円 柱
円 柱低
円柱

低円柱

低円柱

円 柱

円 柱

低円柱
立 方

土

十

十

十

十

十

±

十

十

十

十

穎 粒 状

顯 跨 粗
穎 粒状 粗

蟹(.)粗

穎 粒 状

エオヂソ

に淡染 淋

同上

粗
出血(什)

粗

粗
(+)

粗

密

密

±

中間型(+)

副睾丸垂
2個

副睾丸垂
2個

〃

十

内容物 中に
士 単球?

副聖丸垂の
み

註=淋(+)… …淋 巴 球 あ り
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第5表(中 間型)
1

解 剖

番 号

年

令

大 き さ 被 覆 上 皮 腺 管 様 構 造 間 質
備 考

(一)円 柱立備 平 数1上 皮 「編 撒1内 容 結合織薦 露羅 嚇

7172213×6×3十

7592215×8×3十

835476×4×2

1028466×4×3

1〔〕884211×8×6十

1093596×3.5×2

1117226×4.5×2十

十

十

十

十

多

多

少

巣房

少

墜房

少

高円柱

円 柱

上 皮

剥 り

円 柱

円 柱

円 柱

円 柱

十

十

?

±

十

十

十

十

十

十

十

±

エオヂ ソ 粗

淡染

穎粒状 粗

脱落 粗
上皮(十)淋(十)

膠 様

膠 様 淋(+)
エオヂン

に淡染 粗

エオヂ ソ 粗

に淡染

粗

粗

土

密

±

密

十

十

白血病

副睾丸垂あ り

寒丸垂もあ り

睾丸垂もあ り

中間型2個 あ
り

註=淋(+)… 淋巴球がある

1型;肉 眼上表面滑沢なもの も組織像では凹凸不平

で,上 皮下又は間質内に腺管をもつ ことも多い.腺 管

周囲は比較的密な結合織 で囲まれている,腺 管 の形は

前述の通 りであるが,拡 張して嚢胞状 とな り,単 房或

いは多房性嚢胞を形成 し,小 体の略全域を占め るもの

もある(第17,18図).間 質血管は血液充盈状で,血 管

外漏出(出 血漏出各1例 あ り)す るもの,著 明な充血

を示す もの2例 があつた(第19図)。

皿 皿型;1型 と略同様 の構造 をもつが,一 般 に1

型に比 して稽 々複雑である.即 ち腺管の数 も多 くその

形 も胞状腺様像を示す ことが少 くない.

IV型;上 記3つ の型よ り更に構造は複雑である.と

くに附属小体の尖端は分岐 して卵管勢練に似た所見を

示す 腺管 も複雑で,拡 張するもの,多 房性藝胞を形

成 して間質が狭小 となつているもの等がある.そ して

後者はV型 の所見 と区別することが困難である.間 質

は充血状である.

V型;こ の型の ものは半球状に突 出している水泡体

としてみ とめられ,最 外層は睾丸固有膜外被であ り,

内に一層の上皮でか こまれた1乃 至数個 の嚢胞 と僅か

な結合織性間質 とから成 り立つている.嚢 胞は睾丸輸

出管や副睾丸管に接することが多 く,1個 の大嚢胞の

傍にこれ と同じ上皮を もつ小嚢胞や拡張 した睾丸輸出

管がある こともある,上 皮は主として線毛を もつ低円

柱上皮や立方上皮,一 層の扁平上皮であ る.上 皮細胞

中少数ではあるが空胞をもつ ものもあつた.嚢 胞周囲

に平滑筋線維をもつ もの,或 いは線維が不明瞭な もの

等がある.嚢 胞内面は平滑なもの,乳 頭状 を示す もの

もあつて睾丸輸出管 と似ている.嚢 胞が多房性である

ものもあつた.嚢 胞内容は一般に少 く,エ オヂン可染

性で,無 構造膠様,粗 大又は微細願粒状であ る.精 子

も混在するが全例ではない.嚢 胞は附属小体の略全域

を占めることが多 く,こ の場合間質は僅少である.

総 括 並 び に 考 按

1附 属小体の形態と軸捻転について

調査した258個 の附属小体(以 下単に小体と

略す)は,第2表 の如 く5型 に分類される.こ

の内細長い茎をもつ1型 は総数の約6096に みら

れ,而 も睾丸に附着するものの60.8%,副 睾

丸に属するものの79,2%を 夫々占めている.
一般に睾丸垂は別名無茎水泡体と呼ばれている

が,Vermeulen&Hagertyも 指摘 している

ように,こ の名称を使用することは,わ れわれ

の調査結果から与ても,必 ずしも妥当でないよ

うに思う.こ のような形態的な特徴と更に小体

内充血,検 索例中定型的な副睾丸垂捻転症の1

例(第6,17図),間 質内赤 血球漏出例(第19

図),著 明な充血像を示す2例(内1例 では間質

に浮腫と結合織膨化像があつた)等 明かに循環

障害を伴つた4例 は,全 部この1型 に属するも

のであつたこと,以 上2つ の点から正副睾丸垂

は軸捻転をおこし得る条 件 を十分に具えてお

り,又 陰嚢内での睾丸の移動性を考えるなちば

小体に於ける循環障害の発生は高率に現われう

るものと想像される.

一方泌尿器科医が睾丸附属小体捻転症に遭遇

することは左程多いことではないし,又 その報

告例も本邦では10数例を算えるに過ぎない.こ

のように小体が軸捻転をおこす条件を十分にも
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第1図.睾 丸垂 と副睾丸垂を示す

皿型 とV型 である.

第2図. 睾丸垂は 皿型,副 睾丸垂は

1型 である.

.「2『

雛

駄 勢.場

縫
第3図.副 睾 丸 垂 で1,9,IV,V型 が 見 られ る.

第4図.中 間型の ものを示す.図 で
は副睾丸に附着 しているよ
うである,

第5図.副 睾丸垂 と中間型 を示す,
何れ も扁平で前者の頸は細
い.

第6図.1型 であ る副睾丸垂は捻転
をおこし出血が明かにみ と
め られ る.組 織像を参照 さ
れたい.
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第7図.副 睾丸垂 で1;皿 型 を 示

す 皿型は表面 綴 嚢 が 多

い.

v4

第9図.副 睾丸頭部褒腫を示す.中
央割 面で壁は余 り厚 くはな
し・.

第8図.副 睾 丸 頭 部の附属小体で

Lll,V型 が 明 か で あ

る.

∴ 堀 熔 困」,
・忌 部 少 猷

乙

第10図・講 騰 琶轟 獄 野で灘 塁

状の血管 もあ る.

難
'.旧`{二'糖 り

第11図.1型 に属する副睾丸垂 で近

善縫灘羅欝至論
胞は線毛 円柱上皮である.
睾 丸輸 出管上皮 と は 無 関
係.
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ちなが ら,実 際 には か か る症 例 の 少 い理 由 の一

つ として,わ れ わ れ は さ きに これ らの小 器 官 に

対する世 人 の関 心 が 稀 薄 であ る こ とを あ げ た.

今度115個 の小 体 中 前 記 の 如 く4例 の循 環 障 害

例と2例 のCorporaliberaを み い 出 した こと

自体が,本 小 体捻 転 症 の頻 回発 症 率 を意 味 す る

ものでは ない に して も,一 応 注 目す べ き現 象 と

考えて よい.

Corporaliberaに つ い て;周 知 の如 く 睾 丸

部の手 術 に際 して総 爽 膜 内 貯 留 液 中 にCorpo

raliberaと 呼 ば れ て い る小 結 石 様 の小 体 が 屡

屡発見 され る.こ の も の の発 生 原 因 の 一 つ と し

て,睾 丸 垂又 は副 睾 丸 垂 の 脱 落 物 が あ る こ とも

多 くの人 々の認 め る所 で あ る.

然 るに小 体 が前 述 の 如 く細 長 の茎 を もち軸 捻

転をお こす条 件 を十 分 に もつ て い る に もか か わ

らず,Corporaliberaが 全例 中2例 に のみ 発

見 された ことは,一 見 そ の発 生 に無 関 係 の よ う

に思われ る.し か しCorp.lib.が すべ て附属 小

体の脱 落物 か ら発 生 す る とは 限 ら な い し,又 極

く小型 な もの は見 落 したか も知 れ ず,更 に実 際

に脱落 した附 属 小 体 が 石灰 沈 着 もな く壊 死融 解

変性の ま ま吸 収 され て し まつ た と も想 像 され る

わけで ある.

発見 されたCorporaliberaは57才 と76才

の症例 に あつ た もの で,比 較 的 高令 者 で あ る

が,加 年 と と もに そ の数 を増 す ことは な い と思

う,

なを捻 転症 の1例 で は糞 胞 内 に石 灰 化像 が あ

つた(第17図)

∬,病理組織学的所見 とその発生について

各小体の組織は,円 柱上皮の被覆組織 と粗懸

な結合織性基質とから成 り立つ極めて簡単な組

織所見を示す,上 皮が間質内に侵入 して腺管を

作つているものが多いことには注 目しなければ

ならない.従 つて各型について仔細に検討して

みると,2・3興 味深い所見を発見し得る.

従来広義の睾丸垂として記載されているもの

の被覆上皮並びに発生器官は下記の 通 りで あ

る,

睾丸垂(狭義)一層の円柱上皮線毛(十)M廿11er管

副睾丸垂 一層の低円柱又は立方上皮Wolff管
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労 睾体(Girald6s器 官)一 層 の 低 門 柱上 皮

線毛(十)Wolff管

迷 管(Haller器 官)線 毛 円 柱 上皮Wolff管

以 上 は 胎 生期 遺 残 物 で あ るが,こ の外Duct.

aberrant.testissup.か ら発生 す る もの

(異 常形 成)と 副 睾丸 頭 部 の嚢腫 が広 義 の 睾 丸

附 属 小 体 と して あげ られ る.そ して これ ら小体

中 簡単 なPolyp様 の構 造 を 示 す もの に つ い て

は と くに問 題 は な いが,副 睾 丸頭 部 の嚢 腫 や こ

れ と精 液 瘤,睾 丸 附 属 小体 の3者 の関 係 につ い て

論 じた ものは 決 して多 くは な い.故 にわ れ われ

は 小体 内 にみ られ た腺 管 様構 造 物 や,こ れ らが

拡 張 して出来 た と思 わ れ る嚢 胞 とそ の 内容 物 等

の 由来,正 副睾 丸 頭 部 の 嚢胞 即 ち わ れ われ の分

類 中V型 に属 す る もの の発 生 母 地等 に注 目 して

み た い.腺 管,嚢 胞 は前 述 の5つ の型 の小 体及

び正 副睾 丸 垂 中間 型 の何 れ に も発 見 され,こ れ

らが 如何 な る意 義 を もつ か又 如何 に して発 生 す

るか 甚 だ興 味 深 い ものが あ る.勿 論 小 体間 質 内

に侵 入 した陰 窩状 上 皮 陥 凹 が,切 片標 本作 成 の

切戯 方 向 に よ り嚢 胞 様 形 態 を とる こ と もあ ろ う

が,方 向の 如何 に かか わ らず 嚢 胞形 成 例 が多 か

つ た.木 村 教授 の病 理 学総 論 に よれ ば,嚢 胞 形

成 の原 因 と して,

a)貯 留嚢胞又は拡大嚢胞(腔 臓器 ・腺管 ・腺

腔 ・血管 ・淋巴管)

b)既 存又は病的形成腔胞内に炎性滲出物や脱

出血液が貯留した場合

c)壊 死組織の軟化又は液化による場合

d)寄 生虫によるもの

e)成 形異常で鯉性嚢胞 ・胎生期管腔の遺残嚢

胞((Mifller管 等)

等をあげており,こ れらの鑑別には,壁の構造,

内容物更に胎生期の特殊像蜀発生部位等に留意

する必要があるという.以 上の見解をもととし

て睾丸附属小体内嚢胞形成の可能性について考

察すれば,

1)最 初より胎生期遺残物としての嚢胞が存在

する場合

2)陰 窩又は陰窩状上皮陥凹によつて腺管様構

造物が現われ,こ れが外表と連絡がなくなり



450巾

拡張して嚢胞を作る場合

3)附 属小体内に精液路(副 睾丸管 ・睾丸輸出

管 ・睾丸網 ・細精管 ・迷管等)が 侵入して,

嚢胞を作る場合

4)元 来存在 していた嚢胞と侵入 した精液路と

の融合により一個の嚢胞が形成 される場合

5)淋 巴管 ・淋巴間隙腔 ・血管の拡張

等5項 目をあげることが出来る.最 後の項目に

ついては,わ れわれが検索した範囲では,内 皮

細胞から成る嚢胞壁はなかつたので,こ こでは

除外してよい.

正副睾丸垂が胎生期遺残物であることからも

垂体内嚢胞の発生を胎生期に求めることは決 し

て不合理ではない.た だわれわれは嚢胞上皮細

胞の形態だけで,直 ちに嚢胞すべてが胎生期遺

残物であると断定するわけにはいか な い と思

う 第2項,数 例の小体の連続切片標本による

所見では,嚢 胞上皮は小体被膜上皮と連絡する

ものも又孤立するものでも同じ上皮の形態を示

すことが多 く,嚢 胞内容物に特異性のないこと

等から,間 質内の孤立性陰窩状上皮陥凹が拡張

して漿液性嚢胞を作り得 ることは明かである.

しかしとくに拡張 して上皮細胞も扁平 となり被

覆上皮と類似性がなく,他 にその発生母地を決

定する要素を発見し得ない場合もあつて,す べ

ての嚢胞発生機転を明白にすることは必ずしも

容易ではない 次に問題となるのは第3,4項

目である.第20,21図 でみられるように1個 の

睾丸垂に2種類の嚢胞と腺管がある.大嚢胞は精

子精細胞をもち上皮は被覆上皮と全 く同じであ

り,精液路と連絡 していることは明瞭である.そ

して他の立方上皮をもつ腺管の内容物は前者と

は異 り,エ オヂンにより一様に染る膠様物であ

る.恐 らく両者は異つた発生機序により形成さ

れたものと推測され,甚 だ興味ある所見といわ

なければならない.叉 前者の如き嚢胞を多数例

に認め得たならば第3項 の可能性は略決定的と

いつてよいが 遺憾ながら検査全例中睾丸垂の

2例 にみただけであつて,速 断は許されない,

しかし小体内に精液路が侵入し得る可能性を示

唆する貴重な例であると考える.第11図 は副睾

丸垂の1例 で,垂 体頸部近 くに数個の腺管があ

西井 ・桝田一睾丸附属小体について

る.こ の場合腺管が睾丸輸出管から生じたもの

でないことは明かであるが,両 者は近接してお

り,何 等かの原因で睾丸輸出管か ら嚢胞が形成

され次第に拡張して先の腺管 と壁を接した時,

壁問に融合性変化がおこる可能性はないであろ

うか.興 味ある点である.又 第22,24図 のよう

に,両 小体は多房性嚢胞を形成 しており,垂 体

被膜は一層の扁平上皮即ち白膜外被である。嚢

胞上皮は特異であり,睾 丸輸出管上皮の痕跡を

とどめる比較的高い円柱上皮(線 毛をもつ)と

極 く低い立方又は扁平上皮で構成 されていて,

両上皮細胞間には完全な移行がみられる(第23

図).上 皮 細胞の形態と壁内面は乳頭状である

ことから,一 つの嚢胞が睾丸輸出管を発生母地

としていることは略推測される所であるが,他

の嚢胞壁が一層の扁平上皮 となつていることを

如何に解釈するか,一 応内部からの圧迫或いは

嚢胞拡張伸展による現象とも考え得るが,2種

類の嚢胞壁の融合によつて多房性嚢胞が形成 さ

れたとする考え方も成 り立つわけである.

次に第V型 に属するものでは,組 織像から聖

丸輸出管 由来性であるこ とが 多 い(第26,27

図).し かしその他上皮細胞は扁平化 し線 毛 も

なく,嚢 胞をとりまく平滑筋様線維や内容物の

特徴等もなく,将 又精液路との位置的関係も不

明で,発生母地の推測が困難であつたものや,翠

丸輸出管 と副睾丸管に近接 した一層の扁平上皮

をもつ嚢胞で,そ の起原が不明であるもの等が

あつた.こ れは陳旧性嚢胞であつたり,拡 張圧

迫による上皮細胞の変化によつて,そ の起原を

知ることが困難となつたとも考えられようが,

全 く精液路と無関係に発生した漿液性嚢胞であ

るかも知れないのである.

以上により睾丸附属小体内嚢胞は精液路と密

接な関係をもつものと,無 関係に発生する2種

があり,後 者ではその発生母地を知ることも仲

仲困難であることが明かである.

皿.精 液瘤との関係について

本邦では一般に精液 瘤 はSpermatoceleの

邦訳語 として用いられ,「睾丸上極と副睾丸頭部

との聞に生 じた薄膜性球状嚢腫である」と定義

され一種の貯留腫であるとする学 者(Obern一
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第12図.中 間型 の附属小体 を示す.陰

窩状 上皮陥凹 と腺管 が多い.淋
巴間隙がみ られる.

中間型,IV型 である.先 端第13図.
分岐,問 質内に白血病性浸
潤像があ る.充 血 は強い.

晦 裾夢 〆'
ダ

1・ ぺr轡 ・m・・・…

第14図.1型 の睾丸垂被覆上皮を示す

皮である.間 質は霧粗.

'衛

、`唱 ・り

い

。ご ・♂

線毛円柱上
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中間型でIV型 に属する ものの被 覆 上 皮 と第15図.
腺管,陰 窩 状 上皮陥凹を示 している,線
毛(+)

り更一 一㍗
欝 記∴ さ夢

.
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ジ、娩
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皿乃至m型 に属す る睾丸第16図. 周囲に垂
で腺管を示す.

平滑筋様線維?比 較的結
合織が密である.上 皮は
被覆上皮 と同じである.

　

i
き

第17図 ・第6図 の軸捻転をおこした もの
の組織像である・間質内の出血

像 を示す.嚢 胞形成があ り↑印
は石灰沈着を示す
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1型 を示す副睾丸垂で,中 に ドーナッ第18図.
ツ型 の磯胞がある.周囲は間質であ り,

中央は腔を形成,垂 体球状部を横断 し
た組織像である,
嚢胞内容は顯粒状,但 し精 子はない 、

駕禽

e.ダ 「・

劇'

墾㍗腰

撫爆辮
第19図.第18図 と同じ症例の他 の副睾丸垂の組織像で

前 と略同形の嚢胞があ り,こ れには間質に赤
血球の漏 出があつた ・写真上部は嚢胞 内容で
上皮下の間質に赤血球が多数み られる。最外
側は外被.

・一第20図 .

皿型に属す る詣丸垂
である.大 嚢胞上皮

は被覆上皮と同 じで

あるが,他 に小嚢胞
で1-2層 の立方上
皮を もつ も の が あ

る・両者の内容物は
全 く異な り,前 者は

精 子,精 細胞がある

(第21図 参照)なお前

者 の周囲には平滑筋
様線維がある.

鞭
・㌃

第21図.第20図 の拡大像である.
精子 と精細胞(大 形な円
形 の細胞)が ある.

影
ソ

'i

第22図.m型 に属する副睾丸垂で
多房性爽胞形成を示す

『ζ婆

〆恢

寧
第23図.第22図 の一部 を拡大した

もので上皮細胞は低円柱
(有毛),立 方,扁 平の各
が互ひに移行 している・
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第26図.V型 に属す る副睾丸頭部の水泡体であ る・睾
丸輸出管,副 睾丸管(精 子がある)が近接 し上
皮の形か らは輸出管 由来であろ う.

第24図.中 間型でIV型 に属す るも
のであるが,著 明な嚢胞

形成がある.一 部に乳頭
状に突 出した所 もあ り他
の嚢胞は扁平 上 皮 を も
つ.

嚇

〆
/

、 、

)

第25図.第24図 の一部拡大像で嚢腫壁は2種 類の上皮

細胞からな り立つ 。

第27図.第26図 の一部拡大像で上皮細胞の形,大 嚢
胞に近接する小藝胞に注 目.睾 丸輸出管由

来の嚢胞であることが一層明かである.



454 巾 ・西井 ・桝田一睾丸附属小体 について

dorfer,Kaufmann,大 越 等)が 多 い.

一 方 副 睾 丸 に は 嚢腫 状 の変 化 が あつ て古 くか

ら色 々 の名 称 で 呼 ば れ,現 在 な お一 定 の 呼称 が

な い よ うで あ る.昔 外 国 で は精 液 瘤 と同 意 語 と

して使 用 され てお り(大 越 らに よ る),清 水 は

副睾 丸 管 か ら発生 した嚢 腫 を副 睾 丸 嚢 腫 と定 義

し,大 越 らは 精 液 瘤 と副睾 丸 嚢 腫 とは 区 別 す る

こ とを提 唱 して い る.そ の他 小 林 等 は 副 睾丸 部

に 存在 す る小 嚢 胞 性 変 化 を一 括 して副 睾 丸 嚢腫

と呼 ん で い る.何 れ に して も精 液 瘤 と副 睾丸 嚢

腫 とは無 関 係 で は あ り得 な い こ とで,後 者 を 広

義 に 解 しこの 内 の或 る も のが精 液 瘤 とな る と考

え る ことは不 合 理 で は ない と思 う.

精 液 路 に は生 理 的 狭窄 部 位 が4ヵ 所一 細精 管

が直 管 に入 る所,睾 丸 網 と睾 丸 輸 出管 と の境,

睾 丸 輸 出管 が副 睾 丸 管 とな る所,副 睾 丸 管 か ら

精 管 え の移行 部 一 あ り(Kocher),こ の部 に 外

傷 炎 症 等 に よる通 過 障 害(第2次 原 因)が 加 わ る

と精 液 瘤 が発 生 して くる とい う(Herzenberg).

又Kocherは 精液 瘤 の好 発 部位 と し て,睾 丸

網 の部 に於 け る細 精 管 の入 口部,睾 丸網 自身,

副 睾 丸 に於 け るVasaefferentiaの 開 口

部 等 を あげ てい る,こ の 位 置 は胎 生 期 遺 残 物

Paradidymis(lower),Vasaberranssup.,

AppendixoftheRetetestis,Vasaber

ran.infr等 の発 生部 位 で も あ り,睾 丸 附 属

小 体 の殆 ん ど全 部 は同 位 置 或 い はそ の附 近 に 附

着 して い る.つ ま り睾 丸 附 属 小 体 の 附着 部 位 と

精 液 瘤 の それ とは 略 一致 して い るわ け で あ る.

以 上 の理 由 に加 えて,精 液 瘤 は 睾 丸 輸 出 管 ・副

睾 丸管 ・正 副 睾 丸垂 ・迷 管 ・勇 睾 体 等 を 発 生 輝

地 と して い る とい う先 人 の 研 究 を 考 え 合 せ るな

らば,聖 丸 附 属 小体 と精 液 瘤 との 関 係 も 自 ら明

か であ る。胎 生 期遺 残 物 で あ る正 副 睾丸 垂 自身

と くに 腺管 を も たな い充 実 性 の もの が貯 留腫 と

しての精 液 瘤 に発 展 す る こ とは あ り得 な い.従

つ て胎生 期 遺 残 物 か ら精 液 瘤 が発 生 す る場 合,

わ れ わ れ が得 た検 索所 見 か らみ て,そ の 発 生 に

重 要 な 役割 を果 してい る もの は小 体 内 の 嚢 胞 性

変 化 で あ り,又 これ が遺 残 物 由来 の 精液 瘤発 生

の本態 で なけ れ ば な らな い と思 う.

副 睾丸 頭 部 附 近 に は漿 液 性 嚢 胞 が あ り,精 液

瘤 との鑑別には,精 液路との位置的関係,上 皮

細胞の形状,平 滑筋様線維の有無等を参考にす

べきであるが,わ れわれの検査成績でも分る通

り,そ の識別は仲々容易でないことも多く,嚢

胞内容液の性状だけで区別すべきではない,

〔附記〕検索 した小体中副睾丸結核病巣にっら

なる副睾丸垂体に軽度の炎性像を見 た もの1

例,3例 に白血病性浸潤像(1例 では垂体内血

管に淋巴球が強 く発現 しているが間質には浸潤

像はなかつた)が あつたが,上 皮細胞の悪性化

像,中 胚葉性腫瘍等は発見出来なかつた.

結 語

死産児から83才に至る各年令層の剖検143例

の睾丸にっいて検 索(対 象は254個 の 睾丸 と

258個 の附属小体)し た結果次の如 き結論を得

た.

1)睾 丸附属小体の形態を5型 に分類 したが,

この内1型 は約60%を 占めてお り,正 副睾丸

垂は殆んど1型 に属する.

2)従 つてこれらの小体が軸捻転をおこす頻度

は相当高いものであると想像される.

3)組 織学的検索を行つた115個 の小体の最も

特徴ある所見として,腺 管様構造 ・嚢胞形成

をあげたい.そ してこれらは被覆上皮の陰窩

状上皮陥凹や胎生期遺残物から発生すると考

えるが,精 液路の侵入や交通することにより

拡大することもあるのではないか.

4)胎 生期遺残物から発生する精液瘤の発展に

は,小 体内嚢胞性変化が重要な役割をもつ.

5)副 睾丸嚢胞は精液路から発生するものと,

又 これとは無関係なものとがあるが,両 者の

鑑別は必ず しも容易ではない.

(福永教授の御校閲を謝す)
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